
－研究－

カラマツ間伐材の乾操に関する研究（第1報）
　　　　　　　－集成柱用正割材の人工乾燥（1）－
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　カラマツ間伐小径木を丸太のまま人工乾燥してから正割材を木取ったときの損傷を，正割
材の人工乾燥と比較した結果について要約するとつぎのとおりである。
  1）表面割れの発生は多いが丸太に背割を入れることによって抑制され，割れ巾も小さく
　　なる。
　2）ねじれ角は正割材の平均値の範囲13～17度に対して1～2度にとどまる。
　3）曲り量には高度な有意性はなく平均値の範囲は4～8mmを示した。
　4）両者ともに乾燥温度による損傷の差は少ない。

  1．まえがき

　年々木材の需要が増大しているのに対し，生産量は

横ばいの傾向にあるため、輸入材によって需給のバラ

ンスを保っているのがわが国林産工業の現状である。

本道においても今後益々外材の比率が高まるであろう

が，特に内陸地方における木材工業に対しては，輸送

の面からも道材の安定した供給が有利であると思われ

る。この対策の一環として造林カラマツを育成強化す

ることによって，材質的に強く耐久性の大きい木材を

供給することができる。そのためにはカラマツ林分の

生長を促進し，良質木の生産を有利にすすめるために

間伐を推進し，併せて間伐材の高度利用を図る必要が

ある。

　カラマツに限らず小径間伐材の用途開発としては，

各種集成材としての利用が考えられる。とくに製材需

要の大部分をしめる住宅産業における建築部材のう

ち，化粧ばり集成柱として付加価値を高めることが，

需要の面からも望ましいと思われる。今回は直径10cm

以下のカラマツ小径間伐材の利用開発を目的として，

心持ち6cm正割材から正角材を加工し集成するため

に正割材の人工乾燥をおこなったが，一般に心持材は

乾燥による狂いが大きいので，丸太または耳付平割の

まま人工乾燥してから製材した場合の各乾燥特性につ

いて，在来法と比較検討した。

　2．試験方法

　美瑛町有林におけるカラマツの45年7月間伐材およ

び11月間伐材のうち，第2表に示した径級7～11cm，

材長280cmの小径木を供試丸太とし，剥皮してから径

級，年輪数，心材率，重量を測定後，製材して6×6

×280cmの心持正割および6cm厚，材長280cmの心持

耳付平割を調整して，丸太で乾燥するものとともに乾

燥前の木口割れ，表面割れ，ねじれ角，曲り量（中央
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矢高）を測定した。

　第1表の条件で1日12時間の間けつ運転による人工

乾燥（蒸気式内部送風型乾燥室）をおこなった後，各

乾燥特性について測定した。さらに乾燥丸太は，心持

6cm正割を製材後，再度各乾燥特性について測定し

た。仕上り含水率は14％を目標とし，丸太の場合は

6cm正割木取部分が14％になるように調整した。

　含水率経過，収縮率，水分傾斜ならびに歪量の測定

には，材長1m（木口を塗料にてシール）の試験材を

もちい，収縮率は各材種ともに試験材の中央部分につ

いて測定したが，丸太は半径方向の直交2点とし，両

側端部と中央部分の3点について耳付平割は厚さ方

向，正割は隣接2面の測定をおこなった。

　なお，供試丸太は12月に製材し，9日後に人工

乾燥した。

　3．試験結果

　3．1  含水率の経時変化

　乾燥スケジュールA，Bによる各材種の含水率

経時変化を第1図にしめした。標準的スケジュー

ルAにおいて，仕上り含水率14％までに要する実

働運転時間を11月間伐材について比較してみる

と，丸太と耳付平割ではそれぞれ約180時間，140

時間を要するのに対し，正割は約1/2の80時間で

仕上る。

　一方，高温スケ

ジュールBによる

と，丸太ならびに

耳付平割はスケジ

ュールAの約1/2

に短縮されるが，

正割乾燥の場合に

は同程度の乾燥時

間を示した。

　間伐時期別で

は，丸太および耳

付平割の初期含水

率に大きなひらき

があるにもかかわらず，仕上り含水率はA，B両スケ

ジュールともに近似した値を示している。

　平均仕上り含水率の調整には11月間伐材を標準と

し，試験材の推定含水率が約12％になった時点で乾燥

を終了し調湿処理をおこなったが，全乾法で確認した

結果2～3％低い含水率を示していた。ただ丸太の高

温スケジュールBは，正割木取部分の含水率が高かっ

たので過乾燥になった。

　3．2　水分傾斜

　第2図にスケジュールAおよびBによる各木取材の

水分傾斜を示したが，スケジュールAによる辺材部と

樹心部との含水率の差は，各木取材ともに2～4％に

第2図　カラマツ間伐木取材の水分傾斜
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経　過　時　間　　（Hr）　　　　　　　　　　　　　　経　過　時　間　　　（Hr）
　　　　　第1図　カラマツ間伐材の乾燥スケジュールと含水率経過
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とどまるが，スケジュールBのうち特に耳付平割およ

び正割では，水分傾斜が大きく，調湿処理後において

も約6％の差を示した。

　3．3　乾燥応力

　第3図には，スケジュールAおよびBにおける調湿

処理前後の歪量を，各木取材について示した。乾燥丸

太から正割を木取った場合は，調湿処理前後ともに表

第3図　カラマツ間伐木取材の歪量

面は引張り応力，内部は圧縮応力をうけた形になり，
正割および耳付平割についても調湿処理後は同様の分
布をしめしている。乾燥温度が高いと水分傾斜は大き
くなるが，歪量はむしろ均一化される傾向を示した。
　3．4　収縮率

第4図　カラマツ間伐木取材の収縮率（仕上り時）

　第4図に乾燥終了時における耳付平割ならびに正割

の辺材部と樹心部の収縮率を示した。正割は，辺材

部，樹心部ともに丸太の半径方向と同様，2％前後の

収縮率にとどまるが，耳付平割の辺材部は，約2倍の

4％前後の収縮率を示した。

　以上の各乾燥特性について考察を加えてみると，含

水率の経時変化では，乾燥温度が高くなると，各材種
の乾燥時間に差がなくなるが，これはカラ

マツの辺材部が高含水率であって，とくに

小径木の辺材率は大径木に比較して多くな

り，この辺材部における水分の蒸発が速め

られるためと考えられる。

　したがって，丸太乾燥については，さら

に高い温度（100℃以上）によって，乾燥

時間の短縮を図れる可能性が大きい。

　水分傾斜は，仕上り含水率が同じ場合，

乾燥温度が高くなる程大きくなるものと思

われ，本試験においてその傾向が認められ

たが，正割乾燥の水分傾斜が丸太乾燥より

も大きかったことに対しては，さらに追求

しなければならない。

  このように，乾燥温度が高いと，水分傾斜は大きく

なるが，歪量はむしろ均一化される傾向にあるので，

とくに丸太の場合，調湿処理条件と相まって高温乾燥

による効果が期待される。

　次号には，割れ，ねじれ，曲りなどの損傷と乾燥後

の正割材の環境変化（20℃，85％R．H．30日放置後

20℃，65％R．H．30日放置）による寸度安定性など

について報告する予定である。

　　　　　　　　　　　　　－木材部　乾燥科－

　　　　　　　　　　　（原稿受理46．5．8）


